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( 1 ) C O 2 削 減 ・ 吸 収 量 増 加 の た め の 課 題  

1 ) 省 エ ネ の 促 進 と 再 エ ネ の 拡 大  

 日 本 の 電 源 構 成 は 、 約 7 5 % が 火 力 発 電 で あ る 。 火 力

発 電 は 、 化 石 燃 料 の 燃 焼 時 に 大 量 の C O 2 を 排 出 す る

① 。 よ っ て 、 エ ネ ル ギ ー の 観 点 か ら 、 C O 2 排 出 量 を 削

減 す る た め に 、 省 エ ネ の 促 進 と 再 エ ネ の 拡 大 が 課 題 で

あ る 。  

 

2 ) グ リ ー ン イ ン フ ラ の 導 入 と 活 用  

 現 在 の 森 林 等 か ら の ② C O 2 吸 収 量 は 約 5 0 百 万 ト ン

で あ る 。 こ の 数 値 は 、 1 0 年 前 よ り も 約 1 0 百 万 ト ン 減

少 し て い る 。 こ れ は 、 人 工 林 の 成 長 の 鈍 化 が 主 な 原 因

で あ る ③ 。 よ っ て 、 自 然 環 境 の 観 点 ④ か ら 、 C O 2 吸 収

量 を 増 加 さ せ る た め に 、 グ リ ー ン イ ン フ ラ の 導 入 と 活

用 ⑤ が 課 題 で あ る 。  

 

① この内容は、わが国電力供給の現状と問題点を指摘していますが、結論がエネルギー消費を抑える

ための手段を記述しています。よって、文の後にこのエネルギー消費を抑えることの必要性がある

とより文脈が通ると思います。→「・・・排出する。このため、エネルギー消費を抑えるための取

り組みが必要である。よって、・・・」 

② →「による」 

③ この原因を示しても、結論にあるグリーンインフラの導入と活用につながらないと思います（この

原因から導き出される結論は、人工林の成長を促す措置になってしまいます）。グリーンインフラ

ですから、自然環境の保全と拡大を図るためには、自然が持つ機能を上手に活用する必要性を説明

すべきでしょう。 
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3 ) 交 通 ・ 物 流 シ ス テ ム の 高 度 化  

 運 輸 部 門 の C O 2 排 出 量 は 、 日 本 の C O 2 排 出 量 の 約

2 0 % を 占 め る 。 こ の う ち 、 約 8 5 % が 自 動 車 に よ る も の

で あ る 。 自 動 車 か ら の C O 2 排 出 量 が 多 い 原 因 と し

て 、 E V 等 の 化 石 燃 料 を 使 用 し な い 自 動 車 の 普 及 率 が

5 % 程 度 と 低 い こ と や 、 渋 滞 に よ る 停 止 ・ 発 進 の 繰 り

返 し 等 が 挙 げ ら れ る ⑥ 。 よ っ て 、 移 動 手 段 の 観 点 ⑦ か

ら 、 C O 2 排 出 量 を 削 減 す る た め に 、 交 通 ・ 物 流 シ ス テ

ム の 高 度 化 ⑧ が 課 題 で あ る 。  

 

④ 自然環境の観点でも良いと思いますが、より良いという視点で「自然との共生の観点」としてはど

うでしょう。これは、問題にある「国土交通グリーンチャレンジ」に記載されている視点です。本

テーマは、このヒントを最大限に活用することが肝ですね。 

⑤ グリーンインフラは、自然が持つ機能を活用しようという考えですから、導入・活用は重複してい

るように感じます（大丈夫だと思いますが、グリーンインフラは自然そのものではありません）。 

⑥ この原因を示すということは、EV普及の促進と渋滞解消が結論と認識します。結論の交通システ

ムと乖離していませんか。 

⑦ 移動手段とシステムの高度化がつながりません。移動手段というとモーダルシフトや MM といっ

たものが想起されます。ここは、単純に交通の観点ですかね。また、システムなのでビッグデータ

や物流 DXをイメージされているなら、デジタル技術の観点といった表現になります。 

⑧ このパラグラフの最大の問題点は、この課題です。交通・物流システムとは何なのかよく分からな

いです。交通システムというと ITS、スマート交通システム、 自動走行システムなどが想起され

ます。これが言いたいことなら、いずれかを例示した方が良いです（〇〇などの交通システムの高

度化）。また、これが言いたいことなら、背景と観点を見直すべきでしょう。 
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( 2 ) 最 重 要 課 題 と 解 決 策  

 最 重 要 課 題 は 、「 省 エ ネ の 促 進 と 再 エ ネ の 拡 大 」 で

あ る 。 理 由 は 、 エ ネ ル ギ ー 部 門 の C O 2 排 出 量 は 全 産

業 の 中 で 約 4 0 % と 最 も 高 く 、 他 の 課 題 よ り も 効 果 が 大

き い と 考 え た か ら で あ る 。 以 下 に 解 決 策 を 示 す 。  

1 )  Z E H の 普 及 促 進  

 住 宅 の エ ネ ル ギ ー 収 支 を ゼ ロ 以 下 に す る た め に 、

Z E H の 普 及 を 促 進 す る 。 Z E H は 、 高 断 熱 ・ 高 気 密 の

建 材 の 使 用 や 、 エ ア コ ン や 照 明 等 を 高 効 率 の 設 備 に す

る こ と で 、 省 エ ネ を 実 現 す る 。 ま た 、 太 陽 光 発 電 等 の

再 エ ネ ⑨ に よ り 、 エ ネ ル ギ ー を 創 る こ と が で き る ⑩ 。

Z E H の 普 及 を 促 進 す る た め に 、 制 度 面 で は 、 住 宅 の 省

エ ネ 基 準 の 段 階 的 な 引 き 上 げ を 行 う 。 支 援 面 で は 、

Z E H 水 準 の 住 宅 の 購 入 に 際 し 、 補 助 金 を 設 け る 。 ⑪  

 

2 )  イ ン フ ラ を 活 用 し た 再 エ ネ の 導 入  

① 道 路 ： 高 速 道 路 の 料 金 所 の 上 屋 、 中 央 分 離 帯 、 暫 定

2 車 線 区 間 の 未 利 用 地 等 の 道 路 空 間 を 活 用 し 、 太 陽 光

発 電 を 行 う 。 ま た 、 太 陽 光 パ ネ ル を ア ス フ ァ ル ト 舗 装

⑨ →「再エネ設備」 

⑩ 可能性ではなく、やることとして書きましょう。→「創る」 

⑪ このパラグラフは、解決策を書くことです。しかし、内容の過半が ZEHの説明になっています。

普及促進の方策を中心に書きましょう。記述以外では、省エネ改修促進、省エネ性能等の認定・表

示制度等の充実・普及などがあります。ただし、これらを網羅的に記述するより、具体例などを記

述する方が技術力アピールになると考えます。 
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の 上 に 敷 き 詰 め る 路 面 型 太 陽 光 発 電 を 導 入 す る 。 発 電

し た 電 気 は 、 E V の 充 電 や 蓄 電 、 道 路 の 照 明 等 、 太 陽

光 パ ネ ル の 近 傍 で 利 用 す る ⑫ 。  

② 港 湾 ： コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル 、 管 理 棟 、 倉 庫 な ど の 屋

根 を 活 用 し て 、 太 陽 光 発 電 を 行 う 。 発 電 し た 電 気 は 、

施 設 の 照 明 に 利 用 す る 。 ⑬  

③ ダ ム ： 治 水 ダ ム や 既 存 の 発 電 用 ダ ム の 放 水 設 備 活 用

し 、 小 水 力 発 電 を 行 う 。 ⑭  

 

3 ) エ ネ ル ギ ー の 面 的 利 用  

 エ ネ ル ギ ー を 効 率 的 に 利 用 す る た め に 、 近 接 す る 複

数 の 建 物 間 で エ ネ ル ギ ー を 面 的 に 利 用 す る ⑮ 。 例 え

ば 、 熱 源 施 設 を 導 管 で 連 結 し て 、 熱 を 共 同 利 用 す る 。

こ れ に よ り 、 熱 エ ネ ル ギ ー の 需 要 時 間 が 異 な る 建 物 を

組 み 合 わ せ 、 需 要 の ピ ー ク を 平 準 化 す る 。 平 準 化 に よ

り 、 熱 供 給 プ ラ ン ト の 稼 働 率 が 向 上 し 、 効 率 の 高 い プ

ラ ン ト の 運 転 が 可 能 に な る こ と で 、 省 エ ネ を 実 現 す る

⑯ 。  

⑫ 理由を添えましょう。→「エネルギー損失を最小限にするため、太陽光パネル・・・」 

⑬ この内容に問題はないのですが、再エネ技術の紹介が太陽光に偏重しているので、もう少し多様な

提案が望まれます。港湾は、アンモニア・水素といった動力源が注目されています。また、港湾な

ので電源を洋上風力、バイオマス発電といった提案も考えられます。 

⑭ これも一般論に近いので、もう一歩踏み込んだ記述が望まれます。例えば、登録制による従属発電

の導入を促進、地域脱炭素化促進事業の認定に基づく手続のワンストップ化等により、地域再エネ

利用の円滑な推進といった最新情報を織り込むと良いでしょう。 
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( 3 ) 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 応 策  

1 ) 施 設 の 維 持 管 理 不 足 に よ る 老 朽 化  

 少 子 高 齢 化 に よ り 、 維 持 管 理 を 担 う 人 材 が 不 足 す

る 。 こ の た め 、 導 入 し た 設 備 の 老 朽 化 に よ り 、 当 初 想

定 し た 効 果 が 得 ら れ な い リ ス ク が あ る ⑰ 。 対 策 は 、 設

備 を 導 入 す る 際 に 、 セ ン サ ー 等 の 状 態 監 視 シ ス テ ム を

設 置 し 、 自 動 か つ 無 人 で 点 検 を 行 う こ と で あ る 。 こ れ

に よ り 、 メ ン テ ナ ン ス に か か る 人 的 コ ス ト を 削 減 す

る 。  

 

( 4 ) 業 務 遂 行 の 要 点 ・ 留 意 点  

 技 術 者 倫 理 の 観 点 か ら 必 要 に な る 要 点 は 、 社 会 全 体

に お け る 公 益 を 確 保 す る 視 点 と 、 安 全 ・ 健 康 ・ 福 利 の

優 先 で あ る 。 社 会 持 続 性 の 観 点 か ら 必 要 に な る 要 点

は 、 環 境 ・ 経 済 ・ 社 会 に お け る 負 の 影 響 を 低 減 し 、 安

⑮ ちょっと分かりづらいです。作ったエネルギーを無駄なく使うということ、つまりエネルギーマネ

ジメントが解決策ですかね。→「エネルギーを効率的に利用するために、地区単位でエネルギーの

需給バランスを調整する」または「エネルギーを効率的に利用するために、CEMSを導入する」 

⑯ この効果は課題そのものですから、不要でしょう。冒頭の「エネルギーを効率的に利用するため

に」という目的を達成するところまでで大丈夫です。→「・・・可能になる。」 

⑰ これはもともとあるリスクであり、対策を講じようが講じまいが関係ないですね。解決策を講じた

結果として生じるリスクであることが望まれます。例えば、太陽光パネルの廃棄問題、分散型電源

の不安定さ（天候に左右される）、省エネ・再エネ導入の需要が高まり技術者が不足などが解決策

を原因としたリスクだと考えます。 



建設必須_2022(R4) 

  

 

 

 

 

 6 

全 ・ 安 心 な 社 会 資 本 ス ト ッ ク を 構 築 し て 維 持 し 続 け る

視 点 を 持 つ こ と で あ る 。 業 務 遂 行 の 各 段 階 で 、 常 に こ

れ ら を 意 識 す る よ う に 留 意 す る 。  

以 上  

 


